
尾道市立美木中学校

改善計画

7月 1月

・授業研究を行い、学び
合いを充実させる。

１人１回、学び合いの
ある授業提案を行い、
その後の研修で検証を
行う。

100%

・各教科・各領域におい
て、学習目標達成を見取
る手立てとして、学び合
いの場を設定し、思考
力・表現力を育成する。

学校評価生徒アンケー
ト「話し合う活動を通
じて、自分の考えを深
めたり、広げたりする
ことができた。」に肯
定的に回答する生徒の
割合

85%

リーダーの育成と、
お互いを認め合える
集団づくりを進め
る。

・生徒リーダーを中心と
して学校行事や地域行事
への積極的な参加を行う
中で、生徒の自己肯定感
と自己有用感を高める。

アセスアンケートの向
社会的スキルの項目に
肯定的に回答する生徒
の割合

85%

学校評価アンケート「起
きる時間と寝る時刻を決
めて、毎日それを守って
規則正しい生活をしてい
る」に肯定的に回答する
生徒の割合

75%

学校評価アンケート「学
年で定められた家庭学習
時間を達成することがで
きている」に肯定的に回
答する生徒の割合

75%

・毎月の学校経営会議で
行事の精選や、スクラッ
プ＆ビルド、業務分担の
見直しや、進度調整等を
行う。

働き方改革アンケート
「生徒と向き合う時間
が確保されている」に
肯定的に回答する教職
員の割合（令和５年
12月本校73%）

75%

　

教職員一人一人の業
務改善の意識を高
め、担当業務の適正
化に取り組む。

・軌跡によって生徒の起
床時間、家庭学習時間、
就寝時間を確認し、担任
や学年の教員を中心にサ
ポートを行う。また、課
題のある生徒に対しては
定期的に生活習慣を振り
返らせ、規則正しい生活
を送ることへの意識を高
める。

・毎月の衛生懇話会で、
全教職員の時間外勤務時
間を分析し、課題のある
教職員と改善策を話し合
う。

「時間外勤務時間月
45時間以下の教職員
の割合」（令和５年６
月市平均31%）

50%

生徒に三点固定(起き
る時間、家庭学習時
間、寝る時間)をさ
せ、基本的な生活習
慣を確立する。

確
か
な
学
力
の
育
成

a 　ミッション

「生徒や保護者、地域から信頼される学校をつくる。」
生徒や保護者が美木中に来て良かった。行かせて良かった。また、教職員が美木中に勤務して良かったと思える学校にする。
○知育・徳育・体育のバランスを図り、地域に根ざした教育活動の推進　　　　○学校教育の信頼性の確保と満足度の向上
○ＳＳＲによる不登校等生徒への個に応じた支援の充実及び不登校の未然防止

向上心を持
ち、自ら学
ぶ意欲的な
生徒を育成
する。

a 　ビジョン
・	向上心を持ち、自ら学ぶ意欲的な生徒を育成する。
・	規範意識を身に付け、自他を大切にする生徒を育成する。
・	自己を認識し、将来の夢や目標を立て、その達成に向けて計画ができる生徒を育成する。

令和６年度　学校評価　

学校教育目標

自己評価 学校関係者評価評価計画

自立貢献　　　～自己を認識し、自分の人生を選択し、表現することのできる生徒の育成～

ロ

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適正で
ない。　ハ：わからない。

　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０

h
達
成
度

イ
e 評価指標

教職員が、
本校に勤務
して良かっ
たと思える
環境を実現
する。

豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
の
育
成

規範意識を
身に付け、
自他を大切
にする生徒
を育成す
る。

自己を認識
し、自分の
将来の夢や
目標を持つ
ことができ
る生徒を育
成する。

学
校
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お
け
る
働
き
方
改
革

j 結果と課題の説明
i

評
価

f
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標
値

g
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b 中期経営目標

豊かな関わり合いの
ある授業を創造し、
生徒の思考力・表現
力を育成する。

m 改善案l コメントc 短期経営目標

k 二次評価

d 目標達成のための方策 g
達成
値

ハ

様式1


